
 

 

 

平成 26年 1月 11日 

先月は天候不良のため中止となりましたが、今月は、厳しい寒さの中、３５名の皆さんに参加いただきました。 

定例活動の下草刈りのほか、西側エリアでは、ほだ木の切り出しを実施しました。刈り取った細い枝は、皆で山から運びだしました。

枯れて乾燥した枝はのこぎりで細かくし、とんどで使ってもらう予定です。また、刈り取ったばかりの水分を含んだ枝は粉砕機でチップに

し、畑の肥料として利用します。チェーンソーで伐採したコナラの木は、３月の保全活動で、しいたけの菌を植え付ける予定です♪ 

今回は、京田辺市からきょうたなべ環境市民パートナーシップさんの「自然チーム」から二人が視察にこられました。里山の活動を

よりたくさんの方に知っていただき、参加者が増えていけばいいですね(^^) 

 

 

 

定例の草刈り 

 

チェーンソーを使って木の伐採 

 

枝を山から運び出します 

 

長くて運ぶのは大変です… 

 

枯れている枝はのこぎりで細かく 

 

刈りたての枝は粉砕機でチップに 

 

しいたけの植付けに使います 

 

 落ち葉の取り除き 

子どもたちは凍った池で氷遊び 

 

植え付け 

 

京田辺市の団体への説明中 

 

全体の雰囲気 

〔３５名参加〕 


